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読上競技コレクション #3読上競技コレクション #3
一人二口モデル一人二口モデル

　ドレスコードを守っていては逃げ足が鈍り、自
分の身を危険にさらす。何しろ、このコミュニティ
に伝わる風変わりな鬼ごっこでは、鬼が大勢、子
は自分ひとりなのだ。逃げ出す合図として、子は
どういうわけか「願いましては」と声に出す。鬼
たちは一斉に構えの姿勢をとる。そのまま十数え
て、子が遠くへ行くまで待ってくれたりはしない。
仏心のない、正真正銘の「鬼」である。
　鬼はビーズがたくさん並んだ道具を使って子を
追いかける。元々、鬼はこの道具を片手で操作し
ていた。しかし、ある時期から両手スタイルが鬼
たちの間に普及しはじめた。鬼が子を追い回すス
ピードは格段に増した。子に唯一の武器があると
すれば、それは「口」であった。しかし悲しいかな、
人間には口が一つしかなく、鬼の戦力増強にまと
もに対抗できる余地は残っていなかった。

業界常識に再び挑む

　前回の「算読連携モデル」の末尾に、“百舌鳥の
さえずり”は旧来の「算読対立モデル」の宿命的
帰結であると記した。こうした帰結に至った経緯
は以上のように説明される。進化して二本の手を
駆使できるようになった置き手に対して、口を一
つしか持たない読み手はハンディキャップマッチ
を強いられたのである。
　百舌鳥のさえずりの緩和策は二通り考えられる。
一つは、置き手にもハンディキャップを与えると
いう方法である。鬼手（＝両手を使う）は不問に
付して、仏心を持ってもらおう。つまり、鬼ごっ
この鬼が十数えて待つのにならい、読み手が数口

を読み終えるまでは、置き手はソロバンに一切触
れてはならないルールにするのである。
　もう一つは、徒競走に代えてリレーを導入する
という方法である。そうすれば同じ距離を走るに
してもタイムが縮み、鬼たちを容易に追いつかせ
なくできる。先に、読上競技という鬼ごっこでは
子はひとりと述べた。本当だろうか。事実をよく
見てほしい。全日本珠算選手権大会には 4 名の読
上委員がいる。ひとりじゃないじゃないか！
　2016 年リオ五輪の男子 4 × 100m リレーを覚え
ておられる方も少なくないだろう。当時、日本チー
ムのメンバーには 100m の「10 秒の壁」を突破し
ていた選手はひとりもいなかった。そんな 4 人が

「四継」こと 4 × 100m リレーの決勝では 37 秒 60
のタイムで見事銀メダルを獲得し、日本中を歓喜
の渦に巻き込んだ。タイムを 4 で割ると 9 秒 40 で
ある。「10 秒の壁」どころかウサイン・ボルトが
持つ 9 秒 58 の世界記録すら超えている。
　読上競技の問題の口数は 5 の倍数であることが
多く、標準は 15 口である。「四継」を実現しよう
とすると 4 × 5 口＝ 20 口というサイズに落ち着く。
標準サイズよりも一回り大きいが、鬼たちの追撃
を振り切るには口数を増やすのも一つの手だ。か
たやそれぞれの読上委員は 5 口だけ読めばよいの
だから、負担は標準の 3 分の 1 になる。4 × 5 口
リレーには、①ひとりで読むよりも速く読める、
②口数が標準を上回るため、置き手にとってはハー
ドルが上がる、という特色がある。一石二鳥だ。
百舌鳥が去り、代わって鶯が飛来する。
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リレー読み

　第一算者からアンカーまで計算が引き継がれる
「リレー競技」は、1956 年発行の『珠算事典』に
も記載されているほどの伝統を持つが、「リレー読
み」はそうではない。ユニークで魅惑的な読上競
技を創造するために、リレー読みという新要素を
ぜひとも付け加えたい。しかし同時に、本シリー
ズの「引いては読上委員なり」というポリシーを
継承することも忘れてはならない。よって、

既成の読上競技－読上委員＋リレー読み＝

という加減算問題を解くことがデザイナーに課せ
られた使命である。
　置き手である選手がリレー読みする。そんな答
えが導かれる。チームは何人編成がよいだろうか。
全国高等学校珠算競技大会のリレー競技は五人一
組だった（『珠算事典』1,350 頁）が、リレー読みも「四
継」ではなく「五継」が適当と考えられる。上述
のとおり、読上競技に使用される問題の口数は 5
の倍数であるからだ。5 の倍数といっても、計 5
口では物足りない。5 × 2 口＝ 10 口あれば一丁前
の問題と認めてよいだろう。「一人二口モデル」の
できあがりである。

競技方法

　チームの出番が回ってきたら、メンバー 5 人は
登壇して横一列に並び、正面を向く。左から右へ
Ⓐ（キャプテン）、Ⓑ、Ⓒ、Ⓓ、Ⓔの順に整列する。
　5 人の背後には大型スクリーンがある。合図に
したがって、まずⒶが回れ右をする。スクリーン
に 10 秒間、以下のような情報が映し出される。

 1 口目　　　43,068

10 口目　　　71,853

　リレー読みにおいて、キャプテンであるⒶは 1
口目と 10 口目を読み上げる。つまりトップとトリ
を務めるわけである。読み上げるべき数がスクリー

ンに映し出されている 10 秒の間に、Ⓐはそれを脳
裏に刻み込む。そしてリレー読みが開始されるま
では、記憶した数を口外してはならない。10 秒経っ
たらスクリーン上の情報は消え、Ⓐは元通り正面
の客席のほうを向く。
　Ⓑ、Ⓒ、Ⓓ、Ⓔも同様に回れ右をして数を暗記
する。Ⓑの担当パートは 2 口目と 9 口目、Ⓒは 3
口目と 8 口目、Ⓓは 4 口目と 7 口目、Ⓔは 5 口目
と 6 口目である。いざ、リレー読み開始。

　Ⓐ「願いましては、43,068 円なり」
　Ⓑ「XXXXX 円なり」
　　（残りの往路をⒸ→Ⓓ→Ⓔの順に読み上げる。　
　　6 口目以降は復路となる。まずⒺが 5 口目　
　　から 2 口連続で読み上げ、さらにⒹ→Ⓒ→　
　　Ⓑと引き継がれる）
　Ⓐ「71,853 円では」

　読み上げるスピードに関するルールは特に設定
しない。各メンバーは担当パートを読み上げつつ、
あるいは他のメンバーのパートを聞き取りつつ暗
算で置く。読了後、キャプテンⒶを除く誰かがラ
ンダムに指名を受けて口答する。Ⓓが指名された
としよう。Ⓓが正答ならば、チームは 5 点を獲得
する。Ⓓは不正答だが、その次に指名された者が
正答ならば 4 点である。以下 3、2、1 点となり、
最後の砦のⒶも不正答ならば 0 点に終わる。
　各チームはこうしたリレー読みを計 5 回実演す
る。よって合計点は最大で 25 点である。合計点を
めぐって出場チームが競い合う。

冬の日の贈り物

　手許の研究ノートによると、一人二口モデルの
発案日は 2020 年 1 月 6 日である。駅伝や紅白など
の年末年始の恒例行事からヒントを得たと思われ
る。数を覚えて読み上げ、並行して暗算で置く。
研ぎ澄まされた神経が必要だ。
　次回は「行間読上モデル」を紹介する。

（小樽商科大学大学院教授）


